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森下祐一先生をおくる

理学部地球科学科教授の森下祐一先生は令和2年3月をもって定年を迎えられました．
森下先生は，昭和29年7月5日に東京都に生まれ，同54年3月東京大学理学部地学科地質学教室を卒業，

同54年4月科学技術庁原子力安全局放射能監理室行政職に採用され，その後，通商産業省工業技術院地質調
査所鉱床部鉱床研究課研究官，通商産業省工業技術院地質調査所鉱物資源部実験鉱床課主任研究官，米国ブ
ラウン大学地質科学科客員研究員，通商産業省工業技術院地質調査所資源エネルギー地質部鉱床成因研究室
長，産業技術総合研究所地球科学情報研究部門微小領域同位体研究グループ長，産業技術総合研究所地質情
報研究部門マグマ熱水鉱床研究グループ長を歴任されました。そして，平成25年4月静岡大学理学部教授に
着任し，この度の定年退職を迎えられるまで資源地質学及び地球化学の教育研究に努められました．

理学部及び大学院理学専攻では，新入生セミナー，地球科学，地球ダイナミクス概論，地球化学，機器分
析科学入門，地球化学特論等の授業を担当されました．そして，基礎的な地球科学や同位体の性質や機器分
析など理系学生の必須分野の理念の上に分かりやすい講義を実施されました．また，静岡大学に在籍された
7年間に卒論生19名及び修論生6名の主指導教員を務められました．さらに，平成26年4月には静岡大学創
造科学技術大学院の副担当となられ，博士課程学位論文8件の審査委員を務められました．

研究においては，軽元素安定同位体比分析法や二次イオン質量分析法（SIMS）を用いて，鉱物資源として
重要な熱水性鉱床の形成メカニズムを理解する礎を築かれました．また，SIMS微小領域分析により，鉱床
鉱物等のミクロな元素分布や同位体の挙動を解明するための研究を進められました．これらの研究は，資源
地質学の分野において高く評価されております．静岡大学に着任してからは，主に南アフリカ共和国ブッシュ
フェルト複合岩体の鉱物学的特徴や静岡県伊豆半島，鹿児島県菱刈鉱床，米国アラスカ州ポゴ鉱山の熱水性
鉱床の成因について研究されました．また，これらの研究活動と並行して，平成30年4月から資源地質学会
会長を務められています．

森下先生は静岡県の行政にも深く携わられました．平成30年4月から南アルプス自然環境保全連絡会地質
構造・水資源部会長，静岡県中央新幹線環境保全連絡会議地質構造・水資源部会長，令和元年4月から静岡
県環境影響評価審査会副会長を務められ，専門部会長としてリニア中央新幹線南アルプストンネル工事に伴
う大井川の流量減少問題についてJR東海との協議に尽力されています．

森下先生の実直な人柄と論理的な話し方は，教員や多くの学生の記憶にいつまでも残ることでしょう．こ
のたびの森下祐一先生のご退職は誠に残念でありますが，今後のますますのご健勝とご活躍を祈願しまして，
おくる言葉といたします．

2020年3月

� 理学部地球科学科
� 学科長　木村浩之
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森下祐一先生の略歴

本　籍　　　東京都
生年月日　　昭和29年７月５日

学　歴
昭和54年３月　東京大学理学部地学科地質学教室卒業

職　歴
昭和54年４月　科学技術庁原子力安全局放射能監理室行政職

55年４月　通商産業省工業技術院地質調査所鉱床部鉱床研究課
62年５月　通商産業省工業技術院国際研究協力課（昭和63年３月まで）
63年10月　通商産業省工業技術院地質調査所鉱物資源部実験鉱床課主任研究官

平成元年３月　米国ブラウン大学地質科学科客員研究員（平成２年７月まで）
３年９月　人事院任用局試験専門官（平成５年８月まで）
８年９月　人事院国家公務員採用Ⅰ種試験（地質）試験専門委員（平成10年８月まで）
12年７月　通商産業省工業技術院地質調査所資源エネルギー地質部鉱床成因研究室長
13年４月　産業技術総合研究所地球科学情報研究部門微小領域同位体研究グループ長
16年11月　産業技術総合研究所地質情報研究部門マグマ熱水系研究グループ長
22年１月　産業技術総合研究所地質情報研究部門マグマ熱水鉱床研究グループ長
25年４月　静岡大学理学部地球科学科教授
25年４月　産業技術総合研究所活断層・火山研究部門客員研究員
26年４月　静岡大学創造科学技術大学院環境・エネルギーシステム専攻副担当
27年10月　静岡大学防災総合センター副担当

学　位
理学博士（東京大学）昭和62年３月16日
論文名　Oxygen and carbon isotopic studies on hypothermal, skarn-type and epithermal ore deposits in Japan

表　彰
平成７年　資源地質学会賞

学内における活動
平成25年４月　理学研究科研究科長補佐（平成26年３月まで）
平成26年４月　理学研究科地球科学専攻副専攻長（平成27年３月まで）
平成26年４月　静岡大学苦情処理委員会委員（平成31年３月まで）
平成27年４月　理学部学生委員長（平成28年３月まで）
平成28年４月　静岡キャンパス安全衛生委員（平成29年３月まで）
平成30年４月　理学部地球科学科長（平成31年３月まで）
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所属学会
資源地質学会，日本地球化学会，資源・素材学会，American Geophysical Union，The Society of Economic 
Geologists，Geochemical Society

学会・社会における活動
昭和60年　金属鉱業事業団検討員（平成６年まで）
平成６年　Resource Geology編集委員

７年　金属鉱業事業団鉱物資源アドバイザー（平成14年まで）
12年　日本学術振興会マイクロビームアナリシス第141委員会委員
15年　石油天然ガス・金属鉱物資源機構鉱物資源アドバイザー（平成19年まで）
15年　日本学術会議鉱物学研究連絡委員会委員（平成18年まで）
20年　産業技術総合研究所地質調査研究報告編集委員会委員長（平成25年まで）
22年　地質図JIS改正原案作成委員会委員（平成24年まで）
23年　石油天然ガス・金属鉱物資源機構湿式製錬技術開発委員会委員
24年　日本鉱業振興会評議員（平成27年まで）
27年　国土交通省静岡国道事務所建設発生土処理対策会議委員（平成29年まで）
29年　静岡県環境影響評価審査会委員
30年　資源地質学会会長（令和２年まで）
30年　南アルプス自然環境有識者会議地質構造・水資源部会長（平成30年まで）
30年　静岡県中央新幹線環境保全連絡会議地質構造・水資源専門部会長

令和元年　静岡県環境影響評価審査会副会長
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